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【地域や時代背景】
こだま地域は、県内屈指の住みやすいまちとして近年注目を集めており移住者が増
加傾向にあります。一方で、住民からは「子供の夜間救急外来、専門医のいる発熱外
来が少ない」「救急搬送の際に、市内での選択肢はありません」と言った医療体制に
不安を抱いている現状があります。要因として、県の医師数が全国最少であり、中で
も県北部はさらに深刻だといった側面があります。団塊ジュニア世代が高齢になる時
には、一層需要の高まりが予想されるため、地域内で解決できる可能性を見出す必要
があります。

【背景から事業を行う目的】
今後起こりうる事態に対処できる力をこだま地域につけることで、住民の安心とな
り、より住みやすいまちとして更なる発展の機運を高めます。そのために、この地域
の医療の注目度を高めるための理解促進、医師を目指し働くことの魅力を発信し、将
来に目指してもらえる人材を増やすための運動を行います。また、医学部へ進学する
ためには、金銭的な問題も発生します。この地域から医学部を目指す人材へ向けた支
援の枠組みを作ることでより目指しやすい環境となります。その枠組み作りに向けた
財源確保をするための運動を行います。
【事業の結果】
一年間「地域医療の在り方」、について調査、研究、検証の結果を提言書に纏め、1
市３町へ発信することで、地域の医療への不安解消、整備への土台とします。私たち
の運動の結果、救急対応や、専門医の存在、病院の建設、誘致でも問題となる医師の
人員不足の解決に繋がり地域医療がより一層強固なものとなります。また、メンバー
は事業を通じ、これからの地域医療の課題について関心を持ち、当事者意識を持つこ
とで医療が活性化する大切さを伝えることが出来る人材となります。

【結びに】
入会してから期間の短い私に成長の機会を頂き、ありがとうございます。私自身、
事業を一人で営んでおり今までは、人の為でなく自分の為の思考でした。多くの仲間
と運動を通じ、事業構築を何のために、誰のためにと思考を重ねることにより人、地
域を想うことの大事さを実感している次第です。今までの学びを糧に、さらなる成長
と挑戦の姿勢が委員会メンバー、ひいてはこだまJC全体の活力となるよう、楽しみな
がら運動に邁進してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。
【事業計画】
1. 5月例会の開催
2. 10月例会の開催



【事業予算】
400,000円　


